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１．はじめに    柱・梁部材を持たない枠組壁構法の特徴を生かし、図 1 に示すように壁を多角形に配置することにより

建物の一部をパノラマ形状の平面とする住宅は、より開放的な空間として用いられることがある。 

パノラマ形状部分の壁は、枠組壁構法の耐力壁の仕様を満たしていても、一般には壁量計算では有効な壁として算入

されていないのが現状である。パノラマ形状部分の剛性・耐力を無視することにより、パノラマ形状以外の部分の壁量が必

要以上に増えるばかりでなく、平面及び高さ方

向の剛性・耐力がアンバランスな分布となる恐れ

もある。 

 本研究は、枠組壁工法によるパノラマ形状平

面を有する枠組壁工法架構の力学的挙動の把

握を目的とするものである。その第一段階として

行ったパノラマ形状平面を構成する壁単体の水

平加力実験結果について報告する。本報（その

1）では、実験計画及び方法を示す。 

２．実験計画    実験計画は、表１に示すよう

に３シリーズで構成し、試験体はパノラマ形状平

面を構成する壁単体を取り出した１０体とする。

表 1 に示す通り、シリーズ 1 は開口の有無及び

石膏ボード・窓ガラスの有無を変数とする５体、

シリーズ2 は壁幅及び壁枚数を変数とする 4 体、

シリーズ3 は壁の傾斜（＝水平力加力方向）を変数とする3 体である。各試験体の組み

合わせ状況を表 2 に示す。 

３．試験体の設計    試験体の形状・寸法を図 2 に示す。シリーズ 1 試験体は B×H

＝910.0×2750.0mm が共通で、表面が構造合板（t=9.0mm）・CN50＠100 裏面が石膏

ボード（t=12.5mm）・タッピング@200 が No4 試験体である。裏面の石膏ボードなしが

No.5 試験体である。No.4、No.5 試験体に b×d＝610.0×1219.0mm の開口を設けたも

のがそれぞれ No.1、No.2 試験体である。No.1 試験体の開口にサッシ付窓ガラスを設

けたものが No.3 試験体で

ある。シリーズ 2 では開口

ありで、表面が構造合板・

裏面が石膏ボード張りが

共通で、壁幅 910.0mm×

1P が No.1（シリーズ 1 と共

通）、壁幅 910.0mm×2P

が No.7、壁幅 1017.5mm

（パノラマ形状に用いた場

合に見付幅が 910.0mm に

ツーバイフォー構法 開口付き壁 実験計画 

要素実験 耐力壁  

表１．実験計画 

1枚目　　 2枚目 0 910

910 No.1 No.7

1017.5 No.6 No.8

壁幅　　　　角度 0° 27° 63°

910 No.1 - -

1017.5 No.6 No.9 No.10

有 無

No.1 No.4

No.2 No.5

No.3 -

 壁　　　　　　　　　　　開口

合板＋石膏

合板のみ

合板＋石膏＋窓

シリーズ１ 

シリーズ２ 

シリーズ３ 

表２．各試験体組合せ 
試験体名 試験体組合わせ

No.1 開口部あり、合板＋石膏ボード　2750×910

No.2 開口部あり、合板のみ　2750×910

No.3 開口部あり、合板＋石膏ボード＋窓ガラス　2750×910

No.4 開口部なし、合板＋石膏ボード　2750×910

No.5 開口部なし、合板のみ　2750×910

No.6 開口部あり、合板＋石膏ボード　2750×1017.5

No.7(2連) 開口部あり、合板＋石膏ボード　2750×1820

No.8(2連) 開口部あり、合板＋石膏ボード　2750×1927.5

No.9(斜め) 開口部あり、合板＋石膏ボード　2750×1017.5　角度＝27°

No.10(斜め) 開口部あり、合板＋石膏ボード　2750×1017.5　角度＝63°

図１．設計例 
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な る 壁 幅 ） × 1P が

No.6 、 壁 幅

1017.5mm × 1P ＋ 

910.0mm × 1P が

No.8 試験体である。 

 シリーズ 3 の 3 試験

体は No.6 試験体と

同一であり、加力方

向を面外方向に対し

て 0°（No.6・シリー

ズ 2 と共通）、27°

（ No.9 ） 、 63 °

（No.10）としたもので

ある（No.9、 No.10 の角度はパノラマ形状に用いる際の角

度）。なお、各試験体とも枠材・面材の接合、開口補強は枠

組壁工法住宅工事仕様書 1）に準拠している。 

４．実験方法と測定方法 

１）実験方法    加力装置を図 3 に示す。加力は指針 2)

による無載荷方式で行う。試験体は、土台（404）部分を基

礎に相当する鉄骨架台にホールダウン金物及びアンカー

ボルト M16×４本で固定する。水平力は図３に示す通り、

試験体頂部の加力用けた(406)を介して、加力フレームに

取り付けたオイルジャッキにより作用させた。シリーズ 3 の

No.9、No.10 試験体では、図 4 に示す通り試験体を加力方

向に対して所定の角度に配置して水平力を載荷する。ま

た、図 4 中に示す通り両試験体では、試験体頂部の加力

用けたに接合した床版（構造用合板 t=50mm）に水平力を

作用させている。壁頂部には横倒れ防止治具を配して、加

力方向外への変形を防止している。載荷条件は、変形角

R=1/450～1/30(R＝δ/H：δは加力方向試験体頂部の水

平変形、H は試験体高さ)の正負の繰り返し(３サイクル)、そ

の後は正加力単調載荷で行う。 

２）測定方法    測定項目は載荷荷重、層間変位である。

また、開口部上・下端及び中央の高さで、たて枠材の表裏

の歪を W.S.G により測定した。 

５．まとめ    パノラマ形状平面を有する枠組壁工法架

構の力学的挙動の把握を目的に、パノラマ形状平面を構

成する壁単体実験を行った。本報では実験計画及び方法

を示した。結果は（その 2～4）に示す。 

 以上の構法概要と要素実験計画に基づき実験を行い、本報で計画した各シリーズごとにまとめる。その後実大実験を行

い、要素実験と実大実験のそれぞれの実験結果を基に比較・検討を行う。 

【【【【参考文献参考文献参考文献参考文献】】】】            1)住宅金融普及協会, 平成 20年度改定 枠組壁工法住宅工事仕様書（全国版）、2)日本ツーバイフォー建築協会,2007

年枠組壁工法建築物構造計算指針 

図２．試験体の形状と寸法 

構造用合板：釘止め（CN50＠100mm）

石膏ボード：ビス止め（タッピングビス＠100mm）
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図３．加力方法 

a) 平面図 

b) 立面図 
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